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新生児期から高年期まで対応した、好酸球性消化管疾患および稀少消化管持続炎症症候群の診断治療指針、

検査治療法開発に関する研究 

 

分担研究者 新井  勝大    国立成育医療研究センター 消化器科  医長 

     

研究要旨 
 
小児期の好酸球性消化管疾患、稀少消化管持続炎症症候群が疑われた患者に対し
て、診断目的の消化器内視鏡検査を実施し、内視鏡所見と生検粘膜の病理組織所見、
そしてマイクロアレイ解析の診断的有用性について検討した。 
また、本疾患群の基本治療となる栄養療法の効果と合併症、そして合併症予防につ
いても評価した。 

A 研究目的 
小児期、特に乳幼児期の好酸球性消化管疾患
（EGID）や稀少消化管持続炎症症候群（Rare 
gastrointestinal inflammatory syndrome：RGIIS）
の診断と治療は容易ではない。消化器内視鏡検
査による肉眼所見ならびに病理組織所見をも
とに、診断基準作成に有用な情報を集めるとと
もに、栄養管理を中心とした治療戦略について
も検討する 
 

B 研究方法 
①RGIIS のひとつである炎症性腸疾患（クロー
ン病、潰瘍性大腸炎他）のレジストリ研究を進
め、小児期発症患者の特徴を明らかにする。 
②EGID、RGIIS が疑われる患者について、消
化管内視鏡検査を実施し、肉眼的内視鏡所見、
病理組織所見を検討し、その診断的意義を検討
する。 
③採取した腸管粘膜をマイクロアレイで解析
し、その病態と診断的意義を評価・検討する（マ
イクロアレイの実施は別研究計画）。 
③EGID、RGIIS 患者に対する適切な栄養管理
と、その合併症対策を検討する 

 
C 研究結果 

①2 年間で、159 名の新規発症の小児炎症性腸
疾患患者が登録され、その臨床的特徴が明らか
になった。ヨーロッパでのレジストリ結果に比
べ、肛門周囲病変が多いことが特徴と思われた。 
②EGID の確定診断には、内視鏡検査が有用で
あることが確認された。内視鏡所見、病理組織
所見により、疾患の鑑別が可能なこともあるが、
特に乳幼児期発症の RGIIS では、思春期以降
の炎症性腸疾患とは違う、非典型的な所見を示

すことが多かった。 
③EGID、潰瘍性大腸炎で、特異的なマイクロ
アレイ解析の結果が明らかとなった。 
④小児クローン病患者の必要栄養量の予測に
は、日本人の食事摂取基準に則った予測式が最
も有用であることがわかった（論文②）。成分
栄養剤に依存する消化器疾患患者におけるセ
レン欠乏症の実態と適切なセレン補充量を明
らかにした（論文③） 

 
D 考察 

小児期、特に乳幼児期に慢性的な消化器症状を
きたした患者においては成分栄養剤が導入さ
れることが少なくないが、EGID であっても、
その他の RGIIS であっても症状に一定の改善
を診ることが多い。その診断には、内視鏡と生
検組織の病理組織診断が有用で、その結果をも
とに、長期予後を考慮しての適切な治療を開始
することが可能になると考えられた。しかしな
がら、確定診断がつかない症例も少なくなく、
今後、マイクロアレイ解析を含む、新たな診断
ツールを確立していくことが重要と思われた。 
治療は、疾患により異なることもあるが、基本
となる栄養管理を適切に行うことは、時に成
長・発達の重要な時期にある乳幼児患者におい
て重要で、二次的欠乏症も考慮しての適切な補
充療法も確立していくことが望まれた。 

 
E 結論 

小児期の EGID、RDIIS の診断には内視鏡検査
と、生検粘膜の病理組織的評価が重要であるが、
新たな診断ツールの開発も求められている。 
安全で効果的な栄養療法の確立も重要である。 
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